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１．序　　

　建築は元来内部空間を囲い取るシェルターとしての壁や

屋根を備えているが、日本の東屋や欧米のキオスクのように

壁や屋根の一部が無い東屋建築注1）がみられる。例えば近年

では、小さな部材を用いてセルフビルドで造られたパヴィリ

オンや、壁が無く大きな屋根をもつ集会所があり、東屋建築

では架構に特徴をもたせる表現が多く試みられている。そこ

で本研究では、こうした現代の東屋建築を対象とし、周辺環

境を含めた架構表現を明らかにすることを目的とする。

２．東屋建築の架構と構成材の特徴

２−１．架構と構造

　東屋建築では壁や屋根の一部がないことで特徴的な架構

がみられる。例えば分析例（図１）のサーペンタイン・ギャ

ラリー・パヴィリオン（No.10）は、壁が無く細い鉄骨柱で

屋根が支えられている。こうした架構の特徴について、壁ま

たは屋根の有無と構造と合わせて検討し（表1）、ボリュー

ム型（A）、壁型（B）、屋根型（C）、フレーム型（D）の４種

類に整理した。このうち、壁と屋根が無く柱・梁で組まれた

フレーム型のもの（D）と、ボリューム型では壁が一部有る

もの（A2）が比較的多くみられた。これらは木造のものが多

いが、壁と屋根が一部有るもの（A3）では RC造、壁が無い

もの（C1）では鉄骨造が多いという特徴がみられた。

２−２．構成材・形態的特徴・仕上材

　東屋建築では分析例（図１）のように細い鉄骨の柱に有

機的な形態の大きなアルミ鏡面仕上の屋根をかけるなど、構

成材やその形態、仕上に特徴がみられる。そこで、架構を

構成する壁や屋根等の構成材について検討した（表２）。構

成材の種類は面材または線材が多く、小さなブロックやキャ

ノピーの集合などによる、分節された小部材や厚い壁や屋

根の塊材もみられた。また、トップライト等の開口や、勾配

屋根等の構成材の形態的特徴を整理した(表３)。次に、仕

上材を整理したところ（表４）、木材や鋼材が多い一方で、

透過材や膜材を使っているものがみられた。

３．東屋建築の床と周辺環境

　東屋建築では床を地表面と同じ高さにして周辺環境と連

続させたり、床を浮かせることで独立させているものがみら

れる。そこで、東屋建築の床のレベル（表５）と、階数（表

６）を整理したところ、地表にある床では仕上の有無、地上

にあるものでは地面と連続か分離により地面との関係性を制

御していることが分かった。また、周辺環境についても整理

したところ(表７)、周辺環境は緑地が最も多く、次いで広

場がみられた。

４．東屋建築の架構表現

　２章で検討した架構を基に、構成材と床のレベルを合わ

せて検討したところ、同様の傾向をもつ１２の類型が得られ

た（表１０）。また、仮設か否かについても整理した（表８）。

ボリューム型の架構の中で壁が一部無い架構（A2）では、①

は屋根と壁が面材で床が上がっていることでチューブ状の

ボリュームを形成するものである。また、②は壁が線材と面

材で出来ており、一方向に連続する展示壁等となっている（表

９）。③は２層以上で展望台を兼ねたランドマークを形成す

るものである。壁と屋根が一部無い架構（A3）のうち、④は

壁と屋根が一体となった面材から建具のない開口を開けてい

るもので、⑤は壁と屋根を構成する塊材から内部をくり抜い
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ているものである。壁が一部有る屋根が無い壁型の架構（B2）

では、壁を立てることで地形と呼応するランドマークとなっ

ている類型⑥が該当した。屋根型の架構（C1）では、⑦は

壁を線材にすることで存在感を消し、有機的な形態の屋根

をかけているもの、⑧は開口のある塊材をピロティのように

浮かせているものである。屋根が一部無い架構（C2）では、

屋根を分節材にすることで周辺環境との連続性を高めてい

るものである。壁と屋根が無いフレーム型の架構（D）のう

ち、⑩は壁が線材で出来ており、床を浮かせることで展望台

やブリッジにしているもの、⑪は線材で囲うフレーム状のも

の、⑫は壁と屋根を小さな部材で構成することでボリューム

を形成しつつも周辺環境との連続を図っているものである。

また、⑪,⑫は仮設のものが多いという特徴がみられた。

　これらの類型に共通する性格を４種の架構と構成材の特

徴を基に整理した（図２）。壁型は構成材の操作がみられず、

装飾のない壁が立つ構成で、原初的な架構による構成であ

るといえる。②,⑤,⑦,⑧の構成材は勾配屋根や塊材など、

構成材を象徴的に扱う「構成材の特異化」の表現といえる。

④,⑧ ,⑨ ,⑪ ,⑫はトップライトや分節材により構成材に

透過性を与える「構成材の透過化」の表現である。構成材

の特異化がボリューム型と屋根型にしか見られないのに対

し、構成材の透過化は壁型以外の全ての型でみられ現代の

東屋建築における基調となる表現といえる。また、⑧は構成

材の特異化と構成材の透過化の双方の手法がみられた。

５．結

　現代の東屋建築では、ボリューム型、壁型、屋根型、フレー

ム型の４種類の架構を基に構成材や形態の特徴を合わせて

持つことで、構成材の透過化や構成材の特異化という架構

表現がみられることを明らかにした。

注）東屋とは一般的に「四方の柱だけで、壁がなく、屋根を四方葺きおろしにした小屋」（広辞

　　苑第六版、岩波書店）とされており、本研究では壁だけでなく屋根の一部が無いものも含

　　めた屋外工作物としている。この定義に基づき2007年〜 2013年の「a+u」及び「新建築」

　　に掲載された100作品を資料とした。

	
 	
 

	
 	
 	
 
	
 	
 

	
 	
 
	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 
	
 	
 	
 

	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 
	
 	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 
	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 
	
 	
 	
 	
 
	
 

	
 

	
 	
 	
 
	
 	
 	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 

	
 

	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 	
 
	
 	
 	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 

	
 

	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 


